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新スタイル！
令和のスポーツフェ

スティバル！

November
2023

No.141



芝山議会だより　No.141　R5.11.1－ 2

議会だより
Council Report  No.141

令和５年11月1日発行
（年４回発行）

CONTENTS
２　令和５年第３回芝山町
　　議会定例会のあらまし
　　議案審議
３　注目の補正予算
４　決算審査特別委員会
７　常任委員会
８　議員の賛否
９　全員協議会
10　こちら町記者クラブ

11　一般質問
　　○�大

おお き
木�浩

こう じ
司�議員

　　○�伊
いは し
橋�寿

ひさ お
夫�議員　　

　　○�岩
いわうち
内�� 章

あきら
�議員�

　　○岩
いわさわ
澤�達

たつ や
弥�議員

　　○實
じつかわ
川�嘉

かい ち
一�議員�

　　○坂
さかい
井�慶

けい こ
子�議員

18　活動報告
20　My Home Town

様々な視点で
      ニーズをつかむ９ 月

議 会
〜第３回芝山町議会定例会のあらまし〜

９
月
定
例
会　
議
案
審
査

　
令
和
５
年
第
３
回
芝
山
町
議
会
定
例
会

は
、
９
月
12
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月
22
日

ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
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和
４
年
度
決
算
審
査

　
82
億
８
９
１
８
万
円
を
認
定

一
般
会
計
歳
入　
　
64
億
８
０
２
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り
93
万
９
９
２
円
の
収

入
）

一
般
会
計
歳
出　
60
億
８
０
６
０
万
円

（
町
民
一
人
あ
た
り
88
万
３
４
２
３
円
の

支
出
）
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　芝山町障がい者計画等の策定と一体的に整備するため、
芝山町障がい者計画等策定委員会設置条例の一部を改正
し、委員会の設置目的に市町村成年後見制度利用促進基本
計画の策定を追加する。

　子ども医療費給付事業、学生等医療費助成事業、芝山中
学校校舎・屋内運動場トイレ改修工事実施設計業務委託料、
学校給食センター整備基本計画策定業務委託料など。

芝山町障がい者計画等策定委員会設置条例の一部を改
正する条例の制定

令和５年度芝山町一般会計補正予算（第７号）

今後の障がい者計画のために

学校給食センター建替えの第一歩

議案審議 ９月定例会で審議された議案の
中から注目議案をご紹介します。
（議案採決Ｐ８）

　現職の平山弘議員が去る10月16日に
逝去されました。
　平成 12 年 3月から今日まで 6 期 23
年間の長きにわたり議員として町政に携
わり、平成 20 年 3月から22 年 3月に
は第５１代・５２代議長を務められまし
た。その後も空港対策委員会委員長とし
て、「空港づくりは地域づくり」の信念の
もと、町のためにご尽力頂きました。
　ここに謹んで哀悼の意を表するととも
に、心からご冥福をお祈りいたします。

平山　弘議員逝去

認定第１号（令和４年度芝山町一般会計歳入歳出決算）について岩澤勝則議員より
反対討論がありました。



－芝山議会だより　No.141　R5.11.13

　令和５年度第3回定例会に提出された補正予算は、保育所遊具の修繕工事や中学校の校舎・屋内運動場の
トイレ改修工事、また老朽化に伴う学校給食センター整備基本計画策定など、児童生徒の育成環境の整備に
係る事業を中心に、総額1億4130万6000円が増額され今年度の一般会計予算の総額は62億9457万4000
円になりました。ここでは注目の補正予算を紹介します。

子育て・教育関連
施設の整備強化

今年度分の０歳から15
歳までの子供を持つ保護
者が負担する医療費の一
部について助成

町道０１－００８号
線小池８番交差点の
ひび割れた道路の舗
装修繕工事

校舎全体と体育館の
トイレを洋式化

昨年度の点検で修繕
の必要性が認められ
た遊具16基分の修
繕費

町道２BL－０１７８
号線山中東地区の道
路拡幅工事に向けた
路線測量業務委託料

老朽化した給食セン
ター建て替えのため、
今年度中に基本設計
を作成

子ども医療費給付事業

町道舗装修繕工事

第１、２、３保育所  遊具修繕工事

町道路線測量業務委託料

学校給食センター整備
基本計画策定業務委託料

【保険衛生費】福祉保健課

【道路橋梁費】まちづくり課

【中学校費】教育委員会

【児童福祉費】福祉保健課

【道路橋梁費】まちづくり課

【学校給食費】教育委員会

460万円

1611万円

400万円

423万円

1507万円

注目の補正予算

芝山中学校校舎・屋内運動場トイレ
改修工事実施設計業務委託料

1254万円
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　全議員により構成された「決算審査特別委
員会」で３日間合計 14 時間を費やして慎重
審議した結果、令和４年度の町会計収支を認
定しました。

2億3671万円の

60億8060万円

令和４年度の実質収支は

歳出総額(B)

【町債】
町の借金にあたり、一般会計における
年度末残高は、２２億３０２３万円で、
前年度比８．０％の減少。

(A)－(B)－(C)

令和４年度芝山町一般会計歳入歳出決算認定

２０２２歳出ランキング
1. 総務費　18 億 8944 万円（31.1％） 6. 公債費　2 億 6231 万円（4.3％）

2. 民生費　12 億 7779 万円（21.0％） 7. 消防費　2 億 5722 万円（4.2％）

3. 土木費　10 億 5462 万円（17.3％） 8.農林水産業費　2億1842万円（3.6％）

4. 教育費　   　５億 5874 万円（9.2％） 9. 議会費　　　7711 万円（1.3％）

5. 衛生費　　　４億 3767 万円 (7.2%) 10. 商工費 　　4728 万円（0.8％）

▲供用エリア拡大のため処理量が増大しているクリーン
　センター。３軸目の汚泥脱水機が追加された。

▲活躍が期待される第一分団の新型水槽車

　人件費や扶助費などの使い道
が決まっている支出の割合を示
す「経常収支比率」は、比率が
低いほど柔軟な予算の活用が出
来るという指標であり、令和４
年度は、８２．１％となり前年
度と比べて１．５％上回った。

【支出の特徴】

翌年度への繰り越し額は
9071万円 (C)

字黒

みんなで CHECK ！
町のお金の使われ方
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歳入総額(A)

【繰入金】
町の貯金にあたる財政調整基金など
から繰り入れた予算（財政調整基金
の年度末残高は 12 億 243 万円）

自主財源　(80.0％ ) 依存財源　(20.0%)
町　税　30 億 3764 万円（47.4％） 国庫支出金　  4 億 899 万円（6.4％）

諸収入　11 億 8767 万円（18.5％） 地方消費税交付金 2 億 7191 万円（4.2％）

繰越金　  4 億 9812 万円（7.8％） 県支出金　　2 億 3479 万円（3.7％）

分担金及び負担金１億 5884 万円（2.5％） 地方譲与税　　　9153 万円（1.4％）

財産収入  １億 1032 万円（1.7％） ゴルフ場利用税　7413 万円（1.2％）

繰入金　  　　 8082 万円（1.3％） 地方交付税　　　5971 万円（0.9％）

その他　  　　 5131 万円（0.8％） その他　　  1 億 4224 万円（2.2％）

小　計　51 億 2472 万円 小　計　   12 億 8330 万円

財政運営の自主性を示す
単年度財政力指数は

1.060

64億802万円

　歳入の構造としては、原則
として町税等で占める一般財
源の割合が高いほど望ましい
とされており、令和４年度
の割合は、70.8％を占めた。
また、使途が限定される特定
財源は、29.2％であった。

【収入の特徴】

緊
縮
財
政
初
年
度

Q
【
小
嶋
議
員
】
地
方
交
付
税
不
交
付
団
体

に
な
り
、
歳
入
が
減
っ
た
が
ど
の
様
に
対
応

し
た
か
。

A 

事
業
の
選
別
や
大
規
模
事
業
の
縮
小
に
よ

り
、
歳
出
を
削
減
し
ま
し
た
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
年
間
の
利
用
人
数
が

３
人
と
言
う
よ
う
な
共
同
利
用
施
設
は
、

本
当
に
必
要
な
の
か
。

A
個
別
施
設
計
画
の
中
で
施
設
の
統
廃
合
、

維
持
管
理
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
消
防
団
の
人
数
が
減
少
傾

向
だ
が
。

A
操
法
大
会
、
懇
親
会
、
報
酬
の
支
給
等
の

あ
り
方
が
団
員
減
少
の
主
な
課
題
で
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
台
風
13

号
で
起
こ
っ
た
実
際
の
浸
水
区
域
に
乖
離

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
異
常
気
象
や
雨
量
な
ど
加
味
し
て
５
年
に

１
度
を
め
ど
に
更
新
し
ま
す
。

税
収
の
カ
ギ
を
握
る
固
定
資
産
税

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
法
定
免
税
未
満
の
土

地
で
も
通
知
を
出
し
て
は
。

A
現
在
、
通
知
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
Ｎ
Ａ
Ａ
に
売
却
し
た

土
地
の
固
定
資
産
税
評
価
方
法
は
。

A
現
況
評
価
で
す
の
で
雑
種
地
と
し
て
評
価

し
て
お
り
、
空
港
用
地
に
な
れ
ば
評
価
額

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
（
総
務
関
係
）

は
上
が
り
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ａ
の
課
税
は
年
末
に
区
分

や
面
積
の
す
り
合
わ
せ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
【
平
山
議
員
】
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今

後
の
進
め
方
は
。

A
町
で
の
集
団
接
種
で
は
な
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
じ
く
個
別
接
種
に
移
行
し
て
行
く

方
針
で
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
議
員
】は
り・き
ゅ
う・マッ
サ
ー

ジ
施
設
利
用
券
助
成
数
は
。

A
利
用
申
請
者
は
１
９
９
人
で
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
に
委
託
料
を
支
出
し
て
い

る
が
、
利
用
者
負
担
の
考
え
は
な
い
か
。

A
利
用
者
の
多
く
の
方
が
高
齢
者
や
要
支
援

者
、
ま
た
低
所
得
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

は
ぐ
ー
ん
堅
調

Q
【
小
嶋
議
員
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
数
が
増
え
て
い
る
が
要
因
は
。

A
は
ぐ
ー
ん
の
新
設
に
よ
る
も
の
で
す
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
国
保
税
の
収
納
率
は
81
％

で
あ
り
収
納
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

A
財
産
調
査
等
粛
々
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
介
護
保
険
料
の
収
入

未
済
額
の
半
分
相
当
が
不
能
欠
損
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

A
介
護
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
納
め

ら
れ
な
い
た
め
で
す
。

【法定免税】定水準の固定資産を所有している場合、固定資産税は課税されます。同一名義人が所
有する土地・家屋・償却資産について、課税標準額の合計が、免税点（土地30万円・家屋20万円・
償却資産150万円）未満であれば課税されません。
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周
辺
対
策
交
付
金
の
減
額

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
空
港
周
辺
対

策
交
付
金
の
決
算
内
訳
で
、
令
和

４
年
度
の
約
１
億
９
千
２
０
０
万
円
の

減
額
理
由
で
、
地
域
振
興
枠
が

８
０
９
８
万
８
０
０
０
円
減
額
に
な
っ
た

と
あ
る
が
、
そ
の
他
の
理
由
は
あ
る
か
。

A�

令
和
２
年
度
・
３
年
度
に
お
い
て

特
別
交
付
金
で
１
戸
残
し
対
策
と

し
て
移
転
再
建
住
宅
防
音
工
事
補
助
金

が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
は
、

移
転
再
建
住
宅
空
気
調
和
機
器
の
み
の

補
助
金
で
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
要

因
で
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
誘
致
条
例
の
見
直
し
は

Q
【
小
嶋
議
員
】
現
在
の
企
業
誘
致

条
例
に
基
づ
く
奨
励
金
の
対
象
企

業
は
、
工
業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
し

か
対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、
適
用
範
囲

を
拡
大
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
奨
励
金
の
内
容
と
し
て
は
、
１
年

目
が
全
額
、
２
年
目
が
２
分
の
１
、

３
年
目
が
３
分
の
１
の
固
定
資
産
税
に

相
当
す
る
額
を
奨
励
措
置
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
の
条
例
で
は
、
投
下
固
定
資

産
総
額
５
億
円
以
上
、
従
業
員
数
30
人

以
上
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
今
後

は
対
象
範
囲
や
奨
励
措
置
の
内
容
な
ど

も
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
の
成
約
件
数
が
０
件
の

中
、
次
年
度
目
標
を
３
件
と
設
定
し
て

い
る
の
は
過
大
で
は
な
い
か
。

A��

周
知
は
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、

マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
の
で
、
計
画
策
定
の
中
で
も
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
ご
み
袋
の
無
償
配

布
の
交
換
率
86
・
47
％
と
説
明
が

あ
る
が
、
交
換
店
舗
の
取
扱
い
件
数
は
。

A�
全
部
で
13
店
舗
の
登
録
で
、
う
ち

町
内
が
11
店
舗
あ
り
ま
す
。
交
換

件
数
は
小
池
地
区
３
店
舗
で
53
％
、
川

津
場
地
区
５
店
舗
で
33
％
で
す
。

Q
【
岩
内
議
員
】
道
路
除
草
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
今
後
の
町
道
除
草

業
務
の
考
え
方
は
。

A�

町
道
に
出
て
い
る
草
木
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ま
ず
は
、
地
権
者
に

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
危
険
な

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
権
者
の
承

諾
を
頂
き
、
町
が
除
草
・
伐
採
し
、
処

分
は
そ
の
地
権
者
所
有
地
に
置
か
せ
て

も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
方

針
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

決算審査　 別委員会特特

Q
【
伊
橋
議
員
】
有
害
鳥
獣
捕
獲
賠

償
責
任
保
険
の
詳
細
内
容
は
。

A�

こ
の
保
険
は
、
対
人
対
物
で
最
高

５
０
０
０
万
円
の
補
償
が
あ
り
ま

す
。
令
和
４
年
度
は
保
険
適
用
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
転
作
達
成
報
償
費

の
実
績
農
家
人
数
は
。

A�

飼
料
用
米
が
74
名
、
加
工
用
米
が

41
名
、
麦
・
飼
料
作
物
・
地
域
振

興
作
物
が
52
名
で
す
。

土
地
賃
貸
契
約
の
見
直
し

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
芝
山
町
農
産

物
直
売
所
土
地
賃
貸
借
料
と
同

農
産
物
直
売
所
土
地
賃
貸
借
費
用
負
担

金
の
２
本
立
で
支
出
し
た
の
は
何
故
か
。

特
に
、株
式
会
社
「
風
和
里
し
ば
や
ま
」

へ
直
接
土
地
賃
貸
借
費
用
負
担
金
で
処

理
を
し
た
理
由
は
。

A�

農
産
物
直
売
所
土
地
賃
貸
借
料

は
、
直
接
町
が
地
権
者
に
支
払
っ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
農
産
物
直
売
所

土
地
賃
貸
借
費
用
負
担
金
は
、
過
去
に

「
風
和
里
し
ば
や
ま
」
の
駐
車
場
が
足
ら

な
い
と
い
う
事
で
、
町
が
支
出
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
予
算
措
置
が
直
ぐ
に
で
き

な
い
事
か
ら
、当
時
「
風
和
里
し
ば
や
ま
」

に
お
願
い
し
、
地
権
者
に
支
払
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
、
町
が
「
風

和
里
し
ば
や
ま
」
へ
負
担
金
と
い
う
名
目

で
支
出
し
た
も
の
で
す
。

Q
【
岩
澤
達
弥
議
員
】
農
産
物
直
売

所
土
地
賃
貸
借
費
用
に
つ
い
て
は
、

直
ち
に
町
が
契
約
し
、
支
出
す
べ
き
と

思
う
。
出
来
る
な
ら
、
前
年
度
３
月
末

で
見
直
し
、
翌
月
の
新
年
度
４
月
で
契

約
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
町
の
見
解
は
。

A�

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
ま
ち
づ
く
り
関
係
）

▲風和里しばやま
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職員の旅費は実費のみ

Q【岩内議員】条例で制定する「宿泊料」
を定額支給から実費額に改めるのは財

務節約のためか。

A 最近の宿泊研修の現状に合わせた改訂
です。議員などの特別職もこれに準ずる

ものとなります。
２つの計画を一体的に

Q【戸井議員】市町村成年後見制度利用
促進基本計画策定を、芝山町障がい者

計画策定委員会の設置目的に追加する理由
は。

A 令和 6 年度策定予定の障がい者計画と
一体的に整備するためです。

中学校校舎・屋内運動場のトイレを洋式に

Q【岩澤達弥議員】今年度の実施設計業
務委託料で1254 万円が提示されてい

るが、来年度の工事費見込みは。

A ��1 億 6000 万円を見込んでいます。

総務管理費の人件費減少の理由

Q【坂井議員】1324 万円減額は全て退
職者の分か。

A 育児休業中の一般行政職員は全て総務
課の配属とするため、その分の減額もあ

ります。
国民健康保険税が増額に

Q【岩澤達弥議員】増額の理由は税率の
改正と譲渡所得が増えたことによるもの

か。

A ��そのとおりです。

債権の放棄発生

Q【實川議員】農業集落排水事業で破産
手続きによる債権放棄までの納付状況

は。

A これまで督促、催告書と手続きを行って
いたが未納となっていました。

Q【岩澤勝則議員】これまでに不能欠損は
あったか。

A 使用料に関する不能欠損はありませんが
分担金等は実施したケースはあります。

通学路改良工事始まる

Q【小嶋議員】道路新設改良事業費の補
償費の内容は。

A 芝山小学校前から新井田へ抜ける町道
拡幅用地買収地の立木等の補償費用で

す。

Q【岩澤勝則議員】「道路新設改良事業
費の工事請負費」の内容は

A 高田共同利用施設付近交差点から木戸
川までの間に歩道を整備するための工事

は年度内の完了予定です。
令和 5 年度より 4 特別会計が地方公営企
業法適用（会計方法の変更）

Q【小嶋議員】簡易水道事業費の「負担
金」と「出資金」の違いは。

A 公営企業会計には収益的収支と資本的
収支の二つの科目があり、それぞれの科

目に対応して繰り出す科目を設定しています。

Q【小嶋議員】芝山町公共下水道事業会
計補正予算のその他特別損失の内容は。

A 前年度消費税の追徴分です。

Q【伊橋議員】簡易水道事業企業債の充
当率は。

A １００% 充当することも可能ですが、実際
には、国・県補助金等の財源を差し引い

た残りに対し、充当率を決定しています。

R常任委員会    eportR

慎重
審議

まちづくり常任委員会総務常任委員会

９月 14 日、午前と午後に分
かれて総務常任委員会とまち
づくり常任委員会がそれぞれ
開催され、議長から付託を受
けた議案 14 件を審査しました。
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令和５年第３回定例会で審議した議案とその結果議員の賛否を公開 ※議長は採決に加わりません。

議案�
番号

上程された議案・概要・結果�
賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

① ② ③ ④ ⑤ 欠
番 ⑦ ⑧ ⑩ ⑪ ⑫

⑨
議
長

決議
結果

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

空
席

岩
澤
達
弥

伊
橋
寿
夫

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

小
嶋
秀
樹

条例の一部改正

第１号 監査委員に関する条例の一部改正（地方自治法改正に伴い引用条項ずれを改正） 可決 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 職員の旅費に関する条例の一部改正（定額を実費額に改め、上限額を設定） 可決 
賛（10）・否（0） P7 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 芝山町障がい者計画等策定委員会設置条例の一部改正（委員会の設置目的に、市町
村成年後見制度利用促進基本計画の策定を追加）

可決 
賛（10）・否（0） P2 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

人　事

第４号 芝山町教育委員会委員の任命同意（任期満了に伴い、引き続き醍醐隆治氏を任命） 同意 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

その他

第５号 芝山町道の路線廃止(重複認定していた路線を廃止) 可決 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 芝山町道の路線認定(重複認定路されていた路線を新たに認定) 可決 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 債権の放棄（農業集落排水処理施設使用料） 可決 
賛（10）・否（0） P7 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度補正予算

第８号 令和５年度芝山町一般会計補正予算（第７号）（道路橋梁費6934万5000円等を増額
し、総額62億9457万4000円とする）

可決 
賛（10）・否（0） P2、3 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 令和５年度芝山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（保険給付費88万円等
を増額し、総額10億296万8000円とする）

可決 
賛（10）・否（0） P7 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 令和５年度芝山町介護保険特別会計補正予算（第１号）（償還金及び還付加算金4797
万6000円等を増額し、総額9億9271万円とする）

可決 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号 令和５年度芝山町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）（収益的収支と資本的収
支を合わせた146万9000円を増額し、支出総額9476万2000円とする）

可決 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第12号 令和５年度芝山町公共下水道事業会計補正予算（第１号）（収益的収支と資本的収支
を合わせた42万3000円を増額し、支出総額3憶7914万2000円とする）

可決 
賛（10）・否（0） P7 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第13号 令和５年度芝山町共同浄化槽事業会計補正予算（第２号）（収益的収支と資本的収支
を合わせた13万1000円を増額し、支出総額3憶9847万7000円とする）

可決 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第14号 令和５年度芝山町簡易水道事業会計補正予算（第１号）（収益的収支と資本的収支を合
わせた2830万2000円を減額し、支出総額5憶811万9000円とする）

可決 
賛（10）・否（0） P7 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

報告

第１号 令和４年度芝山町農業集落排水事業特別会計継続費精算報告書
（地方公営企業法適用支援業務委託） 報告 報告のみ（採決なし）

第２号 令和４年度芝山町公共下水道事業特別会計継続費精算報告書
（地方公営企業法適用支援業務委託） 報告 報告のみ（採決なし）

認定

第１号 令和４年度芝山町一般会計歳入歳出決算（一般会計の令和４年度歳入歳出決算を監
査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） P4、5、6 ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

第２号 令和４年度芝山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算（国民健康保険特別会計の
令和４年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） P5 ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

第３号 令和４年度芝山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算（農業集落排水事業特
別会計の令和４年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

第４号 令和４年度芝山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算（公共下水道事業特別会
計の令和４年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

第５号 令和４年度芝山町介護保険特別会計歳入歳出決算（介護保険特別会計の令和４年
度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） P5 ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

第６号 令和４年度芝山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算（後期高齢者医療特別会
計の令和４年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

第７号 令和４年度芝山町共同浄化槽事業特別会計歳入歳出決算（共同浄化槽事業特別会
計計の令和４年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

第８号 令和４年度芝山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算（簡易水道事業特別会計の
令和４年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（８）・否（２） ○ × ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ －

≪追加議案≫
議員提出議案

第１号 圏央道（大栄・横芝間）の早期完成等に関する決議
（提出者：坂井慶子議員、賛成者：伊橋寿夫議員）

可決 
賛（10）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 成田空港の更なる機能強化に関する決議
（提出者：坂井慶子議員、賛成者：伊橋寿夫議員）

可決 
賛（10）・否（0） P19 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年第3回臨時会（8/2開会）で審議した議案とその結果
契約の締結

第１号 工事請負契約の締結（芝山町福祉センター給湯施設等の改修に伴い、契約を締
結するもの。契約額6488万9000円)

可決 
賛（９）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 ○ －

令和５年度補正予算

第２号 令和５年度芝山町一般会計補正予算（第６号）（ふるさと納税返礼品に係る費用150
万円増額し、総額61億5326万8000円とする）

可決 
賛（９）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 ○ －



－芝山議会だより　No.141　R5.11.19

7
月
14
日　
芝
山
町
移
住
定
住
促
進
に
関

す
る
提
案

Q� 【
岩
内
議
員
】
人
口
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
、

実
際
に
移
住
、
定
住
が
成
功
し
た
事
例
は
あ

る
か
。

A
千
葉
県
で
は
実
例
が
ま
だ
多
古
町
の
み
で
、
成

功
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
北
の
大
潟
村
、
宮

城
県
の
色
麻
町
で
成
功
し
て
い
ま
す
。

Q 【
平
山
議
員
】
建
築
資
材
の
価
格
上
昇
を
含
ん

だ
建
築
費
な
の
か
。
芝
山
町
で
、
事
業
を
展

開
し
た
場
合
、
町
の
負
担
や
責
任
も
増
え
る
と
思
う

が
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
建
築
費
の
高
騰
は
加
味
し
て
い
ま
す
。
町
に
は

税
が
入
り
ま
す
が
、
リ
ス
ク
は
増
し
ま
す
。

Q 【
平
山
議
員
】
築
年
数
が
経
過
す
る
と
入
居
者

は
新
築
物
件
に
流
れ
て
し
ま
う
が
対
策
は
。

A
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
な
が
ら

維
持
管
理
を
し
ま
す
。

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】
芝
山
町
は
単
身
・
独
身
住

宅
の
提
案
だ
が
、
多
古
町
の
よ
う
に
子
育
て
支

援
住
宅
は
な
り
立
た
な
い
の
か
。

A
場
所
に
よ
り
可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
高
谷
川
等
排
水
整
備
工
事（
沈
砂
池
設
置
）」の

概
要
に
つ
い
て〈
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
〉

Q 【
坂
井
議
員
】
沈
砂
池
は
、
将
来
的
に
調
整
池

に
含
ま
れ
る
の
か
。

A
今
回
設
置
す
る
沈
砂
池
の一部
は
、
空
港
敷
地

の
造
成
に
伴
っ
て
埋
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
沈
砂
池
が
担
う
機
能
は
今
後
整
備
さ
れ
る
調
整

池
が
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
工
事
中
の
水
文
環
境
モニ
タ
リ
ン

グ
調
査
や
高
谷
川
で
の
モニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
水
文
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
既
に
開
始
し
て
い

る
も
の
と
工
事
中
に
実
施
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
工
事
計
画
段
階
に
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
沈
砂
池
は
、
水
の
濁
り
を
極
力
減

ら
す
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
高
谷
川

の
飯
櫃
、
小
原
子
、
山
田
、
大
台
は
、
大
雨
が
降
る
と

増
水
す
る
。
流
れ
が
ゆ
る
や
か
で
、
砂
等
も
堆
積
す
る
。

五
年
に一度
く
ら
い
は
、
県
で
浚
渫
す
る
が
、
工
事
に
よ

る
砂
が
流
れ
込
み
堆
積
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
県

に
任
せ
な
い
で
Ｎ
Ａ
Ａ
が
主
体
と
なって
浚
渫
作
業
は
で

き
な
い
も
の
か
。

A
ま
ず
は
、
空
港
内
か
ら
極
力
土
砂
を
流
出
さ
せ
な

い
よ
う
今
回
設
け
る
沈
砂
池
の
管
理
を
し
っ
か
り

行
い
た
い
で
す
。
空
港
敷
地
外
の
河
川
の
浚
渫
の
管
理
に

つい
て
は
河
川
管
理
者
と
調
整
し
ま
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
沈
砂
池
は
ど
れ
く
ら
い
効
果
が
あ

る
の
か
。
ど
の
く
ら
い
の
土
砂
が
せ
き
止
め
ら
れ
る

の
か
。
ど
う
いった
イ
メ
ー
ジ
を
持って
い
れ
ば
よ
い
の
か
。

A
砂
分
は
か
な
り
の
確
率
で
捕
捉
で
き
ま
す
。
沈
砂

池
の
規
模
の
イ
メ
ー
ジ
幅
は
30
ｍ
以
上
に
及
ぶ
比

較
的
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
沈
砂
池
は
ど
れ
く
ら
い
の
ス
パン
で
、

浚
渫
を
す
る
の
か
。

A
沈
砂
池
に
土
砂
が
堆
積
す
る
と
浚
渫
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
今
後
発
注
す
る
個
々
の
工
事
で
も

沈
砂
池
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
今
後
の
工
事
計
画
に
応

じ
て
沈
砂
池
の
浚
渫
頻
度
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】
沈
砂
池
よ
り
南
側
の
工
事
を

行った
時
は
、
河
川
に
砂
が
流
れ
込
ま
な
い
か
。

A
今
回
設
置
す
る
沈
砂
池
以
外
に
も
個
別
の
工
事

で
も
沈
砂
池
を
設
け
ま
す
。

圏
央
道
の
進
捗
は

Q 【
大
木
議
員
】
圏
央
道
（
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
松
尾
横

芝
Ｉ
Ｃ
）の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

A
２
５
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
り
進
ん
で
い
ま
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
職
員
の
懲
戒
処
分
の
公
表
に
つ
い

て
賠
償
に
至
ら
な
かった
事
例
は
あった
か
。

A
今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

８
月
２
日　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

Q 【
平
山
議
員
】
ゴ
ル
フ
場
利
用
券
以
外
に
新
た
な

返
礼
品
を
考
え
て
い
る
か
。

A
他
の
返
礼
品
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
７
月
に
ペ
イ
ペ

イ
利
用
券
や
高
根
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

Q
【
伊
橋
議
員
】
芝
山
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品一覧
を
載
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
り
、

町
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
載
せ
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

A
Ｐ
Ｒ
は
大
切
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品一覧

を
載
せ
た
パ
ン
フ
レッ
ト
を
準
備
し
て
い
き
た
い
と
思

ま
す
。

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】
６
月
の
答
弁
で
、
丸
朝
園
芸

農
業
協
同
組
合
と
交
渉
を
進
め
る
と
回
答
が
あっ

た
。
そ
の
後
ど
う
なった
か
。

A
丸
朝
園
芸
農
業
協
同
組
合
に
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
者
と
し
て
登
録
し
て
頂
き
ま
し
た
。

Q
【
平
山
議
員
】
今
日
の
芝
山
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
給

湯
設
備
等
改
修
工
事
を
機
に
町
民
が
有
効
に
施

設
を
使
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
利
用
者
を
増
や
す
工

夫
を
し
て
は
い
か
が
か
。

A
知
恵
を
絞
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
芝
山
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
給
湯
設
備

等
改
修
工
事
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
る
が
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
に
支
障
は
き
た
さ
な
い
の
か
。

A
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
に
影
響
が
少

な
く
な
る
よ
う
工
事
を
進
め
ま
す
。

９
月
５
日　
固
定
資
産
税
減
額
は

Q 【
實
川
議
員
】
固
定
資
産
税
減
額
の
理
由
は
何
か
。

A
大
臣
配
分
（
航
空
機
の
減
価
償
却
等
）、

及
び
Ｎ
Ａ
Ａ
の
償
却
資
産
の
減
に
よ
る
も
の

で
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
簡
易
水
道
事
業
で
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
理
由
は
。

A
関
係
機
関
と
の
調
整
に
時
間
を
要
し
た
た
め
で
す
。

R全員協議会    eportR

令和５年７月から９月にかけ
て開催された全員協議会での
主な質疑を紹介します。

の
視点
議会
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Vol. ６
Machi Kisha

しばやま町議会 記者クラブこちら

　
現
在
、
圏
央
道
で
は
、
多
く

の
箇
所
で
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
は
高
速
の
下
を

既
存
の
町
道
・
県
道
が
横
断
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
箱
型
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
で
す
。
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
が
置
か
れ
る
と
、

そ
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
前
後
の

盛
り
土
・
切
り
土
が
行
わ
れ
る

の
で
、
目
に
見
え
て
高
速
道
路

の
形
が
現
れ
て
き
ま
す
。
今
、

工
区
全
体
で
こ
の
よ
う
な
箇
所

が
出
来
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

先
月
、
新
た
に
２
０
２
６
年
度
に

開
通
見
込
み
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
で
は
日
々
、
そ
こ
で
働
く
作
業

員
の
安
全
と
地
域
住
民
の
皆
様
の
こ

と
を
第一に
考
え
な
が
ら
、
一日
も
早

い
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
円
滑

な
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
何

よ
り
工
事
関
係
者
と
地
域
住
民
の
皆

様
と
の
信
頼
関
係
が
最
も
重
要
で
す
。

そ
の
信
頼
関
係
が
こ
れ
か
ら
の
開
通

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

芝
山
町
議
会
も
地
域
住
民
の
皆
様
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
工
事

の
進
捗
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　首都圏中央連絡自動車道（以下圏央道）の工事が着々と進む中、今年７
月に突如、工期の延長が発表されました。そこで私たち議会だより編集委
員が、“工事現場“を取材し、進捗状況や、圏央道のこれからを読者の皆
様にお伝えします。

地
域
と
の
信
頼
関
係
が
重
要

▲境地区に設置されたボックスカルバート

提供：NEXCO 東日本

　

実
は
圏
央
道
工
事
で
難
所
と
言
わ
れ
る
部
分
の
ほ

と
ん
ど
が
芝
山
町
に
あ
り
ま
す
。
前
回
紹
介
し
ま
し

た
、
仮
称
「
芝
山
ト
ン
ネ
ル
」
も
そ
の一つ
で
、
９
月

末
現
在
の
掘
削
距
離
は
６
０
０ｍ
の
う
ち
の
４
０
０ｍ

に
達
し
、
残
り
の
２
０
０ｍ
区
間
は一番
地
盤
が
弱
く
、

ゴ
ル
フ
場
の
下
を
通
り
、
人
の
立
ち
入
り
箇
所
の
真
上

に
も
あ
た
る
た
め
、
よ
り
慎
重
に
掘
り
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
殿
部
田
地
区
の
橋
梁

工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
重
機
で
橋
脚

部
分
の
基
礎
杭
の
打
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
、

圃
場
地
帯
で
地
盤
が
弱
い
た
め
、
し
っ
か
り
と
し
た
土

台
作
り
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
今
後
の
工
事
が
最
も
安
全
に
、
時
間
を
か

け
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

殿
部
田
地
区
橋
梁
の
工
事
に
も
着
手

▲トンネル下部の補強作業

▶︎
大
型
重
機
を
使
っ
た
基
礎
杭
を
打
つ

　
「
中
堀
り
工
法
」
の
様
子

圏
央
道
工
事
の
“
今
”
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※第３回定例会の傍聴者は35人でした。

大
お お き

木浩
こ う じ

司議員 ・給食センター建て替え
・英語教育の今後
・芝山スポーツフェスティバル

岩
い わ さ わ

澤達
た つ や

弥議員

伊
い は し

橋寿
ひ さ お

夫議員

岩
い わ う ち

内  章
あきら

議員

・町内道路
・公共交通
・成田空港の更なる機能強化

・町長の選挙公約に対しての政
治姿勢

・当町の公共交通

・地方創生事業
・成田空港
・高谷川沿い新設道路
・山中地区道路拡幅

實
じ つ か わ

川嘉
か い ち

一議員 ・防災対策
・指定緊急避難場所13施設の

施設別防災機能
・簡易水道事業
・労務管理

坂
さ か い

井慶
け い こ

子議員 ・「（一般社団法人）緑と空のプ
ロジェクト」の地方創生事業

・機構改革
・町道01-006号線

　

芝
山
町
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
提
出

議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
個
人
が
自
由
に
考

え
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
一
般
質
問
。

　

第
３
回
定
例
会
で
は
６
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
直
面
し
て
い
る
問
題
の
解
決
や
町
の
将

来
像
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質

問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

原
稿
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

明
日
へ

　

バ
ト
ン
を
繋
ぐ

一
般
質
問

P12

P14

P13

P15

P17

P16
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い
く
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

空
港
で
働
く
人
材
の
育
成
を
考

え
る
な
ら
ば
、
空
港
関
連
企
業

への
道
筋
を
組
み
立
て
る
と
い
う
手
法

も
あ
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
日
本
全
国
の
中
で
、

芝
山
町
に
来
れ
ば
英
語
教
育
が

受
け
ら
れ
、
空
港
で
働
け
る
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
そ
う
い
っ
た
人
材
を
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

開
催
に
あ
た
って
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
総
会
や
役
員
会
で
の
反
応
は

ど
う
だ
っ
た
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
教
育
長
】
意
見
は
２
つ
に
分
か

れ
て
お
り
ま
し
た
。
で
き
れ
ば

継
続
し
た
い
と
い
う
意
見
と
、
そ
の
一

方
で
は
区
長
の
方
々
や
学
校
か
ら
も

選
手
が
集
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

分
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

何
人
く
ら
い
の
参
加
者
を
想
定

し
て
開
催
す
る
の
か
。

【
社
会
教
育
・
文
化
振
興
担
当

課
長
】
種
目
ご
と
に
定
員
を
決

め
て
お
り
、
延
べ
人
数
で
６
０
０
人
く

ら
い
が
参
加
で
き
ま
す
。

思
う
が
。

【
町
長
】
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
に
つ
い
て
は
非
常
に
危
惧
し
て

お
り
、
早
急
に
建
て
替
え
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
指
示
は
出
し
て
お
り
ま
す
。

空
港
関
連
英
語
に
特
化
し
た
体

験
型
教
室
を
、
来
年
度
以
降
も

続
け
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
協
力
先
で
あ
る
ス
プ

リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
に
確
認
す
る
必

要
も
あ
り
ま
す
が
、
主
催
で
あ
る
子

ど
も
会
と
し
て
は
来
年
度
以
降
も
継

続
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

参
加
対
象
者
は
同
じ
で
継
続
す

る
の
か
。

【
教
育
長
】
事
業
内
容
は
「
英

語
で
楽
し
む
」
と
い
う
内
容
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
小
学
生
や
幼
稚

園
生
、
未
就
学
児
に
対
象
を
広
げ
て

『一般質問』

大木 浩司　議員
（創芝会）

（所要時間53分）

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
あ
と

何
年
く
ら
い
使
用
可
能
か
。

【
教
育
長
】
具
体
的
な
年
数
は

お
応
え
し
難
く
、
新
た
な
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
ま
で
持
ち
こ
た

え
て
欲
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

建
設
場
所
の
決
定
に
際
し
て
、

最
優
先
す
べ
き
事
項
は
何
か
。

【
教
育
長
】
で
き
る
だ
け
早
く

土
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
最

優
先
だ
と
思
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
は
、

町
と
し
て
は
最
重
要
課
題
だ
と

守ろう
　おいしい
　　給食を

KOUJI OOKI

早
期
に
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
を

類
を
み
な
い
英
会
話
教
室

初
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

▲楽しく学ぶ英会話教室
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▲小池をさらに賑わう商業地にできるのか

現
在
の
本
庁
舎
1
階
の
フ
ロ
ア

に
証
明
書
を
発
行
す
る
部
署
を

ま
と
め
、
将
来
的
に
は
交
付
や
相
談

を
一
か
所
に
ま
と
め
総
合
窓
口
の
創

設
を
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】本
格
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

ハ
ー
ド
的
な
部
分
に
お
い
て
大
き
な

課
題
も
あ
り
、
私
の
公
約
に
掲
げ
て

い
る
庁
舎
建
設
に
も
関
連
し
ま
す

が
、
庁
舎
建
設
準
備
委
員
会
の
設
置

の
前
段
に
お
い
て
、
職
員
で
構
成
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
の
立
ち
上
げ
を

本
年
度
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

総
合
窓
口
設
置
に
係
る
調
査
研
究
も

併
せ
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

伊橋 寿夫　議員
（地方自治研究会）

（所要時間60分）

『一般質問』

騒
音
対
策
と
し
て
空
調
機
電
気

代
補
助
を
現
行
の
18
万
円
か
ら

全
騒
音
下
最
大
20
万
円
、
固
定
資
産

税
の
補
助
率
を
対
象
地
域
に
は
８
割

に
拡
大
す
る
と
し
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
と
実
施
時
期
は
い
つ
に
な
る
の

か
。【

町
長
】
当
該
補
助
金
の
増
額

に
は
、
一
般
財
源
を
投
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
税
収

の
増
額
等
に
よ
る
一
般
財
源
拡
充
具

合
と
他
の
事
業
で
必
要
と
な
る
予
算

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
つ
、
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

介
護
、
福
祉
対
策
と
し
て
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

と
共
に
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人

達
に
無
償
の
タ
ク
シ
ー
券
を
年
間
を

通
し
て
配
布
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
進
捗
状
況
と
実
施
時
期
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

【
町
長
】
ま
ず
は
制
度
の
狭
間

に
あ
る
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

方
々
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
の
上
、
対
象
者
や
、

方
法
等
を
精
査
し
な
が
ら
制
度
構
築

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

高
谷
川
沿
い
道
路
新
設
に
併
せ

た
圃
場
整
備
に
つ
い
て
の
施
策

及
び
進
捗
状
況
。

【
町
長
】
圃
場
整
備
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
担
い
手
の
確
保
等

い
く
つ
か
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
新
た
な
地
区
よ

り
事
業
の
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
調

査
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

小
池
地
区
は
に
わ
道
沿
い
に
商

業
施
設
の
誘
致
を
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
具
体
的
な
施
策
の
進
捗
状

況
は
。【町

長
】
商
業
施
設
の
誘
致
に

つ
い
て
は
、
現
在
は
に
わ
道
沿

い
で
進
め
て
い
る
小
池
地
区
の
土
地

区
画
整
備
事
業
と
併
せ
て
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
長
の
選
挙
公
約
に

対
し
て
の
政
治
姿
勢
は

HISAO IHASHI

騒
音
直
下
対
策
は

イ
ン
フ
ラ
・
交
通
対
策

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
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住
民
の
方
々
か
ら
町
に
ど
ん
な
要
望

が
あ
る
の
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
各
地

域
か
ら
、
騒
音
測
定
の
実
施
、

騒
音
対
策
事
業
の
強
化
、
移
転
補
償

地
域
の
見
直
し
等
の
要
望
を
受
け
て

い
ま
す
。

そ
の
要
望
に
対
し
て
ど
ん
な
対

応
策
を
考
え
て
い
る
、
ま
た
は

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
短
期

騒
音
測
定
の
実
施
と
そ
の
結
果

の
提
示
、
内
窓
設
置
事
業
の
周
知
、

一
戸
残
し
対
策
事
業
の
推
進
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
谷
川
沿
い
新
設
道
路
計
画
の

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

� 【
都
市
計
画
・
市
街
地
整
備
担

当
課
長
】
令
和
４
年
度
は
町
が

道
路
予
備
設
計
と
し
て
、
道
路
線
形

や
用
地
幅
等
の
設
計
を
実
施
し
、
そ

の
後
の
道
路
詳
細
設
計
業
務
・
地
質

調
査
業
務
な
ど
の
入
札
発
注
手
続
き

は
Ｎ
Ａ
Ａ
が
進
め
る
予
定
で
す
。

山
中
東
地
区
内
町
道
拡
幅
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
道
路
改

良
計
画
の
基
礎
資
料
作
成
の
た

め
の
測
量
業
務
を
実
施
予
定
で
あ
り
、

本
定
例
会
で
補
正
予
算
を
要
求
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
み
ど
り
と
空
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
内
容
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
旧
芝

山
高
等
技
術
専
門
校
跡
地
で

キ
ャ
ン
プ
事
業
や
、
そ
ら
マ
ル
シ
ェ
、

年
忘
れ
フ
ェ
ス
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

成
田
ス
カ
イ
パ
ー
ク
イ
ン
芝
山
の
管

理
・
運
営
も
し
て
お
り
ま
す
。

み
ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
、
町
か
ら
の
財
政
的
な
支

援
は
来
年
度
以
降
も
継
続
す
る
の
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
地
方

創
生
で
移
住
・
定
住
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
た
め
、
財
政
支
援
は
継

続
し
ま
す
。

第
三
滑
走
路
の
建
設
が
決
ま
っ

て
３
年
が
経
過
し
た
が
、
現
在

『一般質問』

岩内 章　議員
（創芝会）

（所要時間59分）

改
め
て
み
ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
立
ち
上
げ
に
至
っ
た
経

緯
と
目
的
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
地
域

の
活
性
化
を
図
り
、
町
民
が
生

き
生
き
明
る
く
、
健
康
で
生
涯
活
躍

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

と
し
、
平
成
27
年
に
国
費
で
あ
る
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
の
採
択
を
受

け
、
平
成
29
年
８
月
に
立
ち
上
げ
ま

し
ま
し
た
。 町の魅力、引き

出せているか

AKIRA IWAUCHI

地
方
創
生
事
業
の
現
状
は

住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は

町
東
側
イ
ン
フ
ラ
の
進
捗
は

▲騒音のモニタリング風景
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あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
回
数
券
を

高
齢
者
や
交
通
弱
者
に
配
れ
な

い
か
。【町

長
】
移
動
支
援
が
必
要
な

方
に
引
き
続
き
情
報
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
で
中
学
生

が
利
用
で
き
る
路
線
と
、
そ
う

で
な
い
路
線
が
あ
る
が
範
囲
を
決
め

て
中
学
生
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
更
に
一
般
町
民

に
も
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
現
時
点
で
の
対
応
は

難
し
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

内
窓
設
置
事
業
、
旧
谷
間
地
区

の
住
宅
防
音
工
事
の
進
捗
状
況

は
い
か
が
か
。

【
町
長
】
内
窓
設
置
工
事
の
対

象
件
数
は
１
０
１
６
軒
で
工
事

完
了
は
１
１
０
軒
で
す
。
初
回
防
音

工
事
は
認
定
件
数
87
軒
で
工
事
完
了

は
13
軒
で
す
。

空
港
移
転
者
に
町
内
に
残
っ
て

も
ら
う
施
策
を
拡
大
、
新
た
な

施
策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】 

現
制
度
を
対
象
の
方
々

に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き
ま

す
。

岩澤 達弥　議員
（緑の会）

（所要時間60分）

『一般質問』

小
池
橋—

田
向
線
の
（
信
号
機

名
小
池
Ｔ
字
路
）
交
差
部
が
、

更
地
に
な
り
事
業
進
捗
が
予
感
さ
れ

る
が
推
進
で
き
る
の
か
。

【
町
長
】
早
期
に
整
備
さ
れ
る

よ
う
県
へ
要
望
を
続
け
協
議
・

調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

小
池—

井
戸
作
線
も
交
通
渋
滞

解
消
、
小
池
地
区
発
展
に
欠
か

せ
な
い
道
路
だ
と
考
え
る
が
進
捗
状

況
は
。【町

長
】
優
先
順
位
を
決
め
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

町
道
０
２—

０
０
６
号
線
（
ス

ー
パ
ー
セ
イ
ミ
ヤ
脇
）
延
長
の

成
田
市
道
、
拡
幅
が
無
理
な
ら
す
れ

違
い
出
来
る
待
避
所
を
町
が
設
置
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】
効
果
的
な
対
応
策
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。

成
田
空
港
の
機
能
強
化
や
ワ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
化
に
よ
り
、
芝
山

鉄
道
延
伸
又
は
、
路
線
変
更
で
空
港

乗
り
入
れ
等
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。【町

長
】
協
議
さ
れ
る
よ
う
空

港
会
社
、
国
、
県
に
要
望
し
ま

す
。

空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
「
空
の

駅
」
経
由
に
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
空
港
ま
で
の
速
達
性

を
鑑
み
る
と
効
率
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
時
間
を

延
長
し
て
、
利
便
性
向
上
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
運
転
手
の
労
働
時
間

規
制
の
変
更
や
乗
務
員
不
足
が

課
題
で
す
。

TATSUYA IWASAWA

都
市
計
画
道
路
等
の
進
捗
は

公
共
交
通
の
充
実
を

騒
音
対
策
を
急
ぐ
べ
き

道
路
整
備
が
急
務

▲都市計画道路
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予
定
価
格
５
０
０
０
万
円
以
上

の
工
事
契
約
は
、
報
告
す
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

契
約
に
つ
い
て
、
報
告
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
今
後
も
、
報
告
は
継

続
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

規
程
整
備
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

人
事
異
動
を
年
数
回
実
施
し
て

は
。　

�
【
町
長
】
定
め
ら
れ
た
定
員
の

範
囲
で
、
適
切
な
人
員
を
配
置

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
の
実

施
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

【
総
務
課
長
】
防
災
計
画
上
に

入
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
重
要

な
行
政
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

す
。

自
主
防
災
組
織
設
置
事
業
の
進

捗
状
況
は
。　

�
【
町
長
】
現
在
、
谷
平
野
、
は

に
わ
台
、
白
枡
地
区
の
３
地
区

に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
も
設
置
に

向
け
検
討
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。指

定
緊
急
避
難
場
所
13
施
設
の

個
別
防
災
機
能
の
整
備
状
況

は
。�【

町
長
】
昨
今
の
災
害
の
大
規

模
化
、
長
期
化
の
予
測
か
ら
備

え
る
べ
き
備
蓄
数
の
増
加
や
新
た
に

備
え
る
べ
き
設
備
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

『一般質問』

實川 嘉一　議員
（眞人）

（所要時間59分）

地
域
防
災
計
画
の
改
定
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
今
年
度
は
、
あ
と
２

回
の
防
災
会
議
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

各
地
で
発
生
し
た
大
規
模
災
害
の
教

訓
に
基
づ
く
修
正
を
し
ま
す
。

業
務
継
続
計
画
（
※
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

策
定
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
地
域
防
災
計
画
の
中

で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
ま
す
。

事業展開に
　明確な
　　方向性を

KAICHI JITSUKAWA

避
難
場
所
の
充
実
を

速
効
性
あ
る
事
業
展
開
を

【BCP】業務継続計画は、災害時に町役場そのものが被災し、職員、物資、情報等の利用できる資源に制限
がある状況下において、優先的に実施すべき業務（非常時優先業務）特定し、業務の執行体制や対応手順、
継続に必要な資源の確保等をあらかじめ定める計画。６要素、首長不在時の明確な代行順位、及び職員参集
の体制、本庁舎が使用できなくなった場合の代替庁舎の特定、電気、水、食料等の確保、災害時にもつながり
やすい多様な通信手段の確保、非常時優先業務の整理、重要な行政データのバックアップ。

簡
易
水
道
事
業
の
透
明
性

を
確
保

緊急避難場所の防災機能 断水時等のトイレ 停電時の電力確保 飲料水の確保 非常用物資の備蓄体制 通信手段の確保
芝山町福祉センター 携帯トイレ1,100個 非常用電源設備 1,512ℓ 備蓄倉庫 町でIP無線21台

その他の 12施設は防災倉庫等一部の整備。

▲指定緊急避難場所として防災機能の充実した芝山町福祉センター
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新
井
田
か
ら
は
に
わ
台
入
口
の

坂
道
部
分
の
歩
道
設
置
に
向
け

た
測
量
業
務
の
予
算
計
上
は
一
体
い

つ
に
な
る
の
か
。
現
在
は
に
わ
台
で

は
、
新
築
住
宅
も
増
え
子
育
て
世
代

が
入
居
す
る
中
、
一
刻
も
早
く
整
備

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
い
つ
に
な
る
か
は
ま
だ

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
予
算

の
め
ど
が
立
て
ば
進
め
ま
す
。
は
に

わ
台
の
坂
は
や
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間57分）

『一般質問』

地
方
創
生
事
業
と
し
て
活
動
を

始
め
た
「
一
般
社
団
法
人
み
ど

り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ
の

６
年
間
で
町
に
与
え
た
効
果
を
ど
う

分
析
す
る
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
移
住
・

定
住
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら

見
る
と
数
字
に
表
れ
る
効
果
は
な

か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

農
泊
事
業
を
含
む
「
み
ど
り
と

空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
関
連
費

と
農
泊
事
業
に
関
し
て
、
交
付
金
な

ど
国
費
を
含
め
ど
れ
だ
け
の
予
算
を

投
じ
た
の
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
旧
芝

山
高
等
技
術
専
門
校
跡
地
購
入
、

不
要
施
設
の
解
体
、
必
要
施
設
の
改

修
、
農
泊
関
係
な
ど
国
か
ら
の
交
付

金
と
町
の
補
助
金
・
委
託
管
理
費
な

ど
を
合
わ
せ
る
と
、
本
年
度
ま
で
に

※
約
1
億
８
４
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

農
泊
事
業
の
主
体
は
誰
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
農
泊

推
進
に
つ
い
て
は
「
芝
山
町
農

泊
推
進
協
議
会
」、施
設
整
備
は
「
み

ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
芝
山
町
民
が
一
緒
に

活
動
す
る
場
面
も
少
な
く
周
知

も
十
分
で
な
い
。
5
年
で
自
立
の
約

束
も
果
た
さ
れ
な
い
現
状
を
考
え
る

と
、
こ
の
ま
ま
で
は
私
た
ち
の
血
税

で
あ
る
町
費
を
来
年
度
も
投
入
す
る

こ
と
に
私
は
賛
成
で
き
な
い
。
8
月

に
町
長
自
ら
新
理
事
に
就
任
し
経
営

に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
町

長
と
し
て
今
後
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

【
町
長
】
町
長
と
し
て
は
同
じ

事
業
の
継
続
に
は
疑
念
を
持
っ

て
い
ま
す
。
理
事
と
し
て
は
今
後
の

運
営
や
法
人
の
あ
り
方
を
役
員
会
の

中
で
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

子
育
て
と
教
育
の
一
体
化
に
基

づ
く
組
織
再
編
は
ど
う
す
る
の

か
。【

総
務
課
長
】
令
和
6
年
度
は

教
育
委
員
会
内
に
い
じ
め
や
不

登
校
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

支
援
業
務
を
担
う
係
の
新
設
し
ま
す
。

ま
た
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
は
子
育
て

支
援
係
を
移
動
し
、
妊
娠
・
出
産
等

の
包
括
的
な
支
援
を
行
う
課
の
新
設

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
事
業

血
税
の
投
入
継
続
に
疑
問

KEIKO SAKAI

町
道
01-

０
０
６
号
線
の
測

量
業
務
は
い
つ
出
来
る
の
か

目
標
達
成
は

組
織
再
編
の
進
捗
は

国費である地方創生加速化交付金5514万3千円、地方創生推進交付金が4287万
5千円となっており、これらの補助金は町会計を経て工事費や委託費など、関連費用
として投じられた。また農泊関連の農山漁村振興交付金については農泊推進事業(ソ
フト事業)として芝山町農泊推進協議会が1699万9千円を、農泊施設改修費(ハード
事業)としてみどりと空のプロジェクトが2500万円を国から直接受け取った。

町費としては地方創生推進活動支援補助金や地方創生推進拠点維持
管理業務委託費などとして本年度までに4396万6千円を投入してきた。

▲はにわ台につながる町道０１―００６号線
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う
半
分
を
最
大
２
か
月
間
住
む
こ
と
が

で
き
る
、
移
住
体
験
用
の
住
宅
と
し
て

運
用
し
て
い
ま
す
。
体
験
終
了
後
に
そ

の
ま
ま
瀬
戸
内
町
に
移
住
す
る
方
も
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
伺
っ
た
の
は
「
節せ

っ
こ子
ロ
ビ
ン

ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
」
。
今
で
は
珍
し
い
、

レ
ト
ロ
な
平
屋
建
て
の
廃
校
に
な
っ
た

小
中
学
校
を
、
自
然
体
験
や
集
落
の
人

た
ち
と
交
流
で
き
る
場
と
し
て
再
利
用

し
て
い
ま
す
。
校
庭
に
あ
る
ガ
ジ
ュ
マ

ル
の
木
陰
に
は
、
奄
美
群
島
に
伝
わ
る

妖
怪
〝
ケ
ン
ム
ン
〟
が
現
れ
そ
う
な
、

ま
る
で
絵
本
の
世
界
の
よ
う
な
景
色
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
こ
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
鶏
な

ど
の
餌
に
は
、
地
元
施
設
か
ら
出
る
野

菜
く
ず
な
ど
を
利
用
し
、
「
食
の
再

利
用
」
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
、

「
循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル
」
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
今
回
、
瀬
戸
内
町
の
取
り
組
み
を
学

び
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
町
に
あ
る
価

値
や
個
性
と
い
っ
た
も
の
を
様
々
な
角

度
か
ら
見
直
し
、
ま
ず
は
「
等
身
大
」

で
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
予
算
よ
り
も
、
「
本
気
と
や
る

気
」
、
そ
し
て
町
に
対
す
る
愛
情
が
伝

わ
っ
て
こ
そ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

が
行
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｕ
Ｂ
」
。
こ
の
施
設
は
、
瀬
戸
内
町
の
Ｆ
Ｍ

ス
タ
ジ
オ
だ
っ
た
建
物
の
２
階
を
改
修
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
増
え
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
24
時
間
、
好
き
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
え
る
場
所
と
し
て
新
た
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
一
面
ガ
ラ
ス
張

り
の
明
る
く
開
放
的
な
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン

テ
リ
ア
も
都
会
的
で
し
ゃ
れ
た
カ
フ
ェ
の
よ
う
で

す
。
備
え
付
け
の
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、
様
々

な
作
業
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
揃
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
港
の
見
え
る
デ
ッ
キ
は
貸
し
切
り
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な

ど
が
楽
し
む
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
次
に
、
中
心
地
に
近
い
保
育
所
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
開
設
さ
れ
た
「
児
童

発
達
支
援
事
業
所
こ
こ
」
。
教
室
の
雰

囲
気
は
残
し
た
ま
ま
、
障
が
い
の
あ
る

子
供
た
ち
が
元
気
で
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
支
援
員
の
方
々
の
配
置
は
勿
論
、

備
品
等
も
充
実
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
３
つ
目
は
「
嘉
鉄
移
住
体
験
住
宅
」
。

こ
ち
ら
は
一
戸
建
て
の
２
世
帯
住
宅
を

改
築
し
、
半
分
を
町
の
教
職
員
用
、
も

郷
土
愛
を
感
じ
る
教
育
や

移
住
体
験
を
提
供

R公有財産利活用推進委員会研修視察    eportR

　公有財産利活用推進委員会(議員６名)は、１０月３日から５日までの日
程で鹿児島県奄美大島の南部に位置する大島郡瀬戸内町を視察研修しま
した。瀬戸内町は人口が２０２０年の国勢調査で８,５４６人と、人口では
本町に近く、自然豊かな観光資源を活かしたまちづくりの中で公有財産の
利活用に取り組んでいます。私たちはその手法に注目しました。

「目指す町の姿」に
合わせたリニューアル

カ
フ
ェ
風
の
空
間
で

  

〝
自
分
流
〟
の
仕
事
を

❶「すこやか福祉センター HUB」
❷「児童発達支援事業ここ」の一室
❸「嘉鉄移住体験住宅」内の和室
❹「節子ロビンソンファーム」旧校舎内

の様子
❺ロビンソンファーム校庭で

❶

❷

❸ ❹ ❺
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　本議会の議会だよりの編集技術を学ぶため、鳥取県伯
耆町の議会広報常任委員会６名の全議員が視察研修に訪
れました。
　今回は講師として岩内委員長と坂井委員が、本議会だよ
りの編集方針や留意点について、これまでに発行してきた
過去号を例に出しながら説明させていただきました。また、
伯耆町の議会だよりを本町仕様に作るとどうできるか、とい
う初めての試みの資料も作成しました。
　伯耆町議会広報常任委員の皆様からは、「内容が非常に
分かりやすく、今後自分たちの議会だより編集への考え方
を変えるきっかけになった。」と評価を頂きました。私たち
にとってもより質の高い議会だよりを作成したいという思い
を再認識する良いきっかけとなりました。

８月４日　成田空港周辺市町議会連絡協議会

決議書提出

８月２９日　鳥取県伯耆町議会広報常任委員

会視察研修受け入れ

１０月２０日　芝山町議会圏央道工事視察

　７月１０日に成田空港周辺市町議会連絡協議会総会で了
承された「成田空港の更なる機能強化に関する決議書」が
８月１日、成田国際空港㈱に提出されました。また、８月４日
に千葉県、８月１０日に国土交通省航空局にも同決議書が
提出され、機能強化の早期実現に向け周辺市町と千葉県と
の間で連携を図りました。

　改めて２０２６年度に開通見込みが示され、また、大栄
JCT〜国道296号IC（仮称）間は１年程度前倒しでの開通
を目指す事となった首都圏中央連絡自動車道路（以下圏
央道）。ネクスコ東日本から本町の殿部田地区に位置する
仮称芝山トンネルの現在の進捗状況の説明を受け、同時
にトンネル内の視察を行いました。
　芝山トンネルは、砂地の山のもろさが掘削に影響を与えたため、開通の延期を余儀なくされました。しかし、
今回現場では新たな工法が追加され、再度開通の時期が見直されました。

▲決議書を手渡す議員団

▲トンネル工事の詳細について丁寧な説明を受けました

▲本町流の工夫点を説明する坂井委員

▲議会だよりを通じて有意義な交流ができました

能強化に向けた連携機

たち流を伝える私

通見通しは２０２６年度開

活動報告News
  and
Topics
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気
象
庁
の
発
表
に
よ
る
と
統
計
の
残
る
過
去

１
２
６
年
の
中
で
最
も
暑
く
な
っ
た
今
年
の
夏
。

６
月
か
ら
８
月
の
３
カ
月
間
の
全
国
の
平
均
気

温
は
１
・
76
℃
上
昇
し
、
２
０
１
０
年
の
１
・

08
℃
を
大
き
く
上
回
っ
た
と
の
こ
と
で
、
地
球

の
気
温
は
す
で
に
未
知
の
領
域
に
入
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
海
外
で
の
戦
争
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
経
済
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

状
況
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
例
え
ば
そ
の

一
つ
に
、
国
内
で
は
様
々
な
業
種
で
の
人
手
不

足
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
言

え
ば
、路
線
バ
ス
の
運
転
手
不
足
。ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
間
外
労
働
の
強
化
に
伴
い
、
都
市
部
で
も

次
々
と
路
線
バ
ス
の
廃
止
や
減
便
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
芝
山
町
で
は
今
、
新
た
な

公
共
交
通
の
設
置
に
向
け
た
計
画
策
定
が
な
さ

れ
て
お
り
、
要
望
が
あ
っ
た
地
区
に
は
役
場
職

員
が
直
接
出
向
き
、
住
民
と
の
活
発
な
意
見
交

換
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
限
り
あ
る
町
の

予
算
の
中
で
、
見
直
す
べ
き
施
策
は
根
本
か
ら

見
直
し
、
少
し
で
も
多
く
の
町
民
の
利
益
と
な

る
施
策
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
、
私
た
ち
議
会
も

責
任
を
持
っ
て
対
応
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
表
紙
や
扉
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
し
た

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
日
に
沢
山
の
笑
顔
と
活
気
が
戻
っ
た
こ
と

に
嬉
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
今
月
の
は
に
わ
祭

り
も
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Episode 25

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町に
やって来ましたか？
　結婚を機に多古町の久賀という
地区からこの白桝地区に64年前に
引っ越してきました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

　畑や山が広がっていて、自分の
育った多古町とそんなに景色は変わ
りはありませんでした。ただ、成田
空港ができたり国道ができたりと交
通の便は良くなりましたよね。

　とても充実しています。芝山に嫁に来た時から畑仕事をしていて、
今でも趣味で少しやっているんです。落花生や里芋、人参などを育て
ていて、土が良いのか、この場所で作る野菜は美味しいですよ。それ
を自分で採って料理するのが昔から好きなんです。あと新春寄席も楽
しみです。

Ｑ町に望むことは？
　今は一人暮らしなので、町内の移動はあいあいタクシーを使ってい
ます。とても便利で助かってますね。ただ町外で、多古中央病院に行
く場合はいいのですが、別の場所に行きたい時には使えないので、も
う少しだけ行き先を増やしてもらえるとありがたいなと感じます。

芝山の“土”が元気の源です。

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和５年第4回芝山町議会
定例会のお知らせ
12月11日
15日

開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。
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菅谷よしさん
（白桝）


